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一
般
質
問

南相馬市が配布した日本国憲法小冊子

障
は
、
国
民
の
自
由
や
権

利
に
対
す
る
国
家
権
力
の

侵
害
を
防
止
す
る
と
云
う

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る

と
思
う
。
震
災
・
原
発
事

故
に
よ
っ
て
憲
法
で
保
障

さ
れ
た
人
権
の
大
切
さ
と

云
う
も
の
を
改
め
て
痛
感

さ
せ
ら
れ
た
。
加
え
て
、

平
和
で
あ
る
こ
と
の
大
切

さ
も
必
要
性
と
し
て
考
え

さ
せ
ら
れ
た
。
市
民
の
皆

様
に
、
憲
法
で
保
障
す
る

権
利
の
保
持
と
自
覚
を
促

す
こ
と
を
目
的
に
、
日
本

国
憲
法
小
冊
子
を
配
布
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

問　

５
月
に
市
長
の
も
と

で
日
本
国
憲
法
の
冊
子
を

全
世
帯
に
配
布
し
た
。
震

災
か
ら
６
年
目
に
入
り
、

原
発
事
故
に
よ
る
地
域
設

定
に
よ
り
市
民
の
公
正
性

が
問
わ
れ
て
い
る
な
か

で
、
憲
法
冊
子
を
配
布
し

た
意
味
は
大
変
大
き
い
も

の
で
あ
る
。
市
民
に
日
本

国
憲
法
を
ご
覧
い
た
だ
い

て
、
憲
法
を
自
分
の
も
の

と
し
て
責
任
を
果
た
す
意

識
を
醸
成
す
る
こ
と
が
何

よ
り
意
義
が
あ
る
と
考
え

る
。

　

市
長
の
今
度
の
災
害
対

応
と
、
こ
れ
か
ら
の
日
本

の
国
の
あ
り
よ
う
に
つ
い

て
見
解
を
伺
う
。

答　

今
回
、
日
本
国
憲
法

の
小
冊
子
を
配
布
し
た
。

そ
れ
は
震
災
、
そ
し
て
原

発
事
故
で
南
相
馬
市
が
多

大
な
被
害
を
受
け
た
と
云

う
こ
と
も
起
因
は
し
て
い

る
も
の
の
、
日
本
国
憲
法

に
よ
る
基
本
的
人
権
の
保

そ
の
他
の
質
問

❶ 
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
の
集
積

は
❷ 
学
校
教
育
の
強
化
は

❸ 

介
護
職
員
が
長
期
間
働

く
こ
と
の
条
件
整
備

を
有
し
た
職
員
を
、
外
部

か
ら
採
用
す
る
こ
と
も
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

必
要
性
に
つ
い
て
は

認
識
し
て
お
り
、
今
後
人

事
担
当
部
局
と
協
議
す
る
。

問　

当
医
療
圏
の
周
産
期

医
療
の
脆
弱
さ
は
、
震
災

前
か
ら
積
み
残
さ
れ
た
課

題
だ
。

　

子
ど
も
の
誕
生
は
、
地

域
の
夢
で
あ
り
、
地
域
の

未
来
を
託
す
希
望
で
も
あ

る
。
復
興
計
画
に
、
安
心

し
て
子
を
生
み
育
て
ら
れ

問　

避
難
指
示
解
除
後
、

市
立
小
高
病
院
は
ど
の
よ

う
な
医
療
機
能
を
担
っ
て

い
く
の
か
伺
う
。

答　

当
面
週
５
日
の
外
来

診
療
を
堅
持
す
る
。
入
院

機
能
の
再
開
を
含
む
病
院

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

設
置
す
る
新
公
立
病
院
改

革
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
で

方
向
性
を
決
定
す
る
。

問　

新
改
革
プ
ラ
ン
で

は
、
市
立
総
合
病
院
が
担

う
役
割
の
明
確
化
と
し

て
、
脳
血
管
疾
患
を
含
む

救
急
医
療
の
さ
ら
な
る
充

実
に
取
り
組
む
こ
と
が
示

さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

一
方
で
、
公
営
企
業
と
し

て
、
継
続
し
て
安
定
的
に

運
営
さ
れ
る
た
め
に
は
、

経
営
の
効
率
化
は
避
け
て

通
れ
ず
、
医
療
の
質
の
向

上
等
に
よ
る
収
益
の
確
保

に
積
極
的
に
取
組
む
必
要

が
あ
る
。

　

こ
の
際
、
病
院
事
業
の

経
営
改
革
に
知
識
と
情
熱

そ
の
他
の
質
問

❶ 

避
難
指
示
解
除
後
の
小

高
区
の
医
療
需
要
は

❷ 

脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
整

備
費
拡
大
と
収
支
見

通
し
は

❸ 

周
産
期
医
療
を
地
域
で

ま
も
る
取
組
み
を

る
都
市
環
境
の
再
生
を
掲

げ
、
若
年
層
や
子
育
て
世

代
の
移
住
・
定
住
を
促
進

し
よ
う
と
す
る
本
市
が
、

地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ

ン
タ
ー
の
整
備
に
消
極
的

と
映
る
の
は
何
故
か
。

答　

国
や
県
、
ま
た
県
立

医
大
と
も
協
議
し
て
い
る

が
、
改
善
に
至
っ
て
い
な

い
。
引
続
き
努
力
す
る
。

日
本
国
憲
法
小
冊
子

日
本
国
憲
法
小
冊
子

全
世
帯
配
布

全
世
帯
配
布

調
整
力
欠
如
は

調
整
力
欠
如
は

市
民
の
不
利
益
招
く

市
民
の
不
利
益
招
く

水井 清光 議員

鈴木 昌一 議員

質問を終えて
　日本国憲法に云う主権在民、
基本的人権、永久平和の三つ
の理念と人それぞれの生存権。

建設が進む市立総合病院脳卒中センター
（平成28年２月開院予定）

一 般 質 問一 般 質 問 一 問 一 答

質問を終えて
　周産期医療システムの
構築は県の責務だが、同
時に域内当事者の調整能
力が問われている。
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一
般
質
問

根
拠
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

12
日
と
し
た
こ
と

は
、
私
が
説
明
会
の
中
で

様
々
な
意
見
を
聞
く
中
で
、

反
対
の
意
見
も
踏
ま
え
た

時
に
、
大
き
な
原
因
の
一

つ
が
線
量
の
問
題
や
賠
償

の
問
題
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
７
月

12
日
に
同
意
し
た
。

問　

最
後
に
こ
こ
だ
け
は

確
認
し
て
お
き
た
い
と
思

う
。
解
除
は
、
誰
の
た
め

問　

市
民
説
明
会
等
で
の

住
民
の
意
見
、
要
望
、
疑

問
等
に
対
し
、（
私
た
ち

も
冊
子
で
も
ら
っ
て
い
る
）

市
の
考
え
方
を
示
し
て
き

て
い
る
が
、
住
民
の
反
応

を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め

て
き
た
の
か
伺
う
。

答　

こ
の
間
の
説
明
会
に

当
初
一
カ
所
で
500
人
程
度

来
て
頂
い
た
訳
だ
が
、
平

成
25
年
、
平
成
26
年
、
平

成
27
年
、
更
に
今
年
の
５

月
ま
で
開
催
す
る
中
で
、

住
民
の
そ
れ
ぞ
れ
の
心
持

ち
も
変
わ
っ
て
き
て
い

る
。
一
刻
も
早
く
再
建
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
を
受

け
と
め
て
き
た
と
思
っ
て

い
る
。

問　

市
長
は
こ
れ
ま
で

解
除
日
を
設
定
す
る
権

利
は
有
さ
な
い
、
住
民

及
び
議
会
の
意
見
を
踏

ま
え
て
対
処
す
る
と
の

考
え
を
示
し
て
い
た
。

住
民
及
び
議
会
の
意
見

を
、
７
月
12
日
と
し
た

の
も
の
で
も
な
い
。
住
民

の
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ

と
を
忘
れ
て
な
ら
な
い
と

考
え
る
が
、
改
め
て
市
長

の
考
え
を
伺
う
。

答　

ま
さ
に
そ
の
と
お
り

だ
と
思
っ
て
い
る
。

質問を終えて
　原発事故から元の生活を取り戻すのに、
なぜ私達が我慢を強いられるかが分から
ない。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

児
童
福
祉
法
等
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

❷ 

企
業
へ
の
支
援
策
は

❸ 

救
急
体
制
の
整
備
は

問　

常
磐
自
動
車
道
の
４

車
線
整
備
計
画
が
発
表
さ

れ
た
が
、
南
相
馬
市
を
含

む
87
㎞
は
取
り
残
さ
れ
た
。

自
動
車
道
は
、
中
間
貯
蔵

施
設
へ
の
搬
入
道
路
と
な

る
が
、
４
車
線
化
と
小
高

ス
マ
ー
ト
IC
実
現
に
向
け

た
今
後
の
対
策
を
伺
う
。

答　

各
種
期
成
同
盟
会
や

県
等
と
連
携
を
図
り
要
望

し
て
い
く
。
ス
マ
ー
ト
IC

は
、
現
在
行
っ
て
い
る
基

礎
調
査
の
成
果
を
基
に
関

係
機
関
と
協
議
し
て
ゆ
く
。

問　

市
長
か
ら
、
国
土
交

通
大
臣
や
復
興
庁
な
ど
へ

「
整
備
し
ろ
と
申
し
上
げ
て

き
た
」
と
の
従
来
答
弁
も

あ
り
期
待
し
て
た
が
、
結

局
取
り
残
さ
れ
た
。
発
表

後
の
活
動
内
容
を
伺
う
。

答　

我
々
に
と
っ
て
納
得

で
き
な
い
内
容
で
あ
る
の

で
、
今
後
と
も
要
望
し
て

い
く
。
ま
た
、
立
谷
市
長

以
下
、
市
長
会
を
通
じ
た

形
で
も
要
望
を
上
げ
て
い

る
。

問　

市
内
に
、
産
業
・
起

業
を
支
援
す
る
組
織
は

数
々
あ
る
が
、
起
業
時
の

手
続
き
や
施
設
確
保
な
ど

必
要
な
支
援
を
完
結
で
き

る
組
織
は
少
な
い
。

　

若
者
支
援
の
視
点
も
重

要
で
あ
り
、
大
学
が
連
携

し
て
研
修
す
る
施
設
や
合

宿
所
等
も
備
え
た
、
市
の

支
援
機
能
を
強
化
・
集
約

し
た
拠
点
を
萱
浜
地
区
に

整
備
す
べ
き
で
あ
る
と
思

う
が
見
解
を
伺
う
。

答　

萱
浜
地
区
に
は
、
環

境
創
造
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

加
え
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト

フ
ィ
ー
ル
ド
や
国
際
産
学

官
共
同
施
設
も
設
置
さ
れ

る
。

　

今
後
、
国
際
産
学
官
共

同
施
設
の
中
に
市
の
総
合

的
な
窓
口
を
設
置
す
る
こ

と
が
有
効
と
考
え
て
い
る

が
、
㈱
ゆ
め
サ
ポ
ー
ト
南

相
馬
の
機
能
を
一
新
、
増

強
す
る
こ
と
も
含
め
て
総

合
的
に
検
討
す
る
。

質問を終えて
　年１回総会時の要望活
動程度では、実現しませ
ん。重要な要望こそ、き
め細かに・丁寧に！

そ
の
他
の
質
問

❶ 

強
く
県
道
原
町
川
俣
線

拡
幅
・
改
良
要
望
を
！

❷ 

当
面
の
特
急
バ
ス
も
含

め
JR
線
の
充
実
を
！

❸ 

出
産
数
が
増
え
て
い
る

産
科
の
確
保
に
向
け
て

７
月　

日
の

避
難
指
示
解
除
は

産
業
復
興
の
拠
点
と

産
業
復
興
の
拠
点
と

交
通
網
の
整
備

交
通
網
の
整
備

渡部 一夫 議員

門馬 和夫 議員

除染現場に向かうトラック

萱浜に立地が進む、各種研究施設

１２２


